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1.　従来の理調過程における腸炎ビブジオ菌の死滅に

ついては2,   3 の報告かおるが本菌の加熱死滅におよぼ

す各種物質の影響については基礎的知見に乏しい。そこ

で本報では，PH, 食塩濃度および温度の本菌の死滅速度

におよぼす影響を明らかにせんとするものである。

2.　pH, 食塩濃度，温度の異なる培地に無菌的に供試

菌を懸濁し，経時的にその一定量をとり出し，適当に希

釈し37 °C で24時間平板培養を行い菌数を測定した。な

お供試菌株はVibrio  parahaemolyticus 3086 である。

3.    (l)pH7 ，食 塩濃度3%,    45° Cの条件下で死滅菌

数が99.9% に達するのに必要な時間は約50 分で あり，

sec では45 °Ｃの場合にくらべて３倍であった。

(2)食塩 濃度の死滅速度におよぼす影響は，３％附近で

最も遅く，それ以外の食塩濃度とくにl ％以下の場合死

滅速度は急速に上昇した。

(3)またPH の影響は中性附近で最も死滅速度が小さく，

PH が低くなるにつれて死滅速度は大となる。たとえば

pH5 では，pH7 の場 合にくらべて数倍であった。


